
体
験
講
座
「桜
井
凧
を
作
ろ
う
」

桜
井
凧
の
代
表

「福
助
凧
」
を
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
▼
２
月
３
日
０
午
前
１０
時
　
と

こ
ろ
▼
歴
史
博
物
館
　
講
師
▼
東
海

凧
の
会

（古
橋
錬
治
氏
ほ
か
）

定

員
▼
卸
人

（先
着
順
）

材
料
費

▼

５００
円
　
申
し
込
み

・
問
い
含
わ
せ
▼

―
月
１９
日
働
午
前
９
時
か
ら
電
話
で

同
博
物
館

（な
〈
冴
〉
６
６
５
５
）
ヘ

観
光
土
産
品
募
集

市
観
光
協
会
で
は
、
市
の
土
産
品

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
観
光
土
産
品
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

▼
市
内
に
事
業
所
を
有
し
、

土
産
品
を
製
造
販
売
し
て
い
る
人

申
し
込
み

▼
―
月
３‐
国
内
ま
で
に
、

所
定
の
用
紙
に
記
入
の
う
え
、　
一
点

に
つ
き
１
０
０
０
円
を
添
え
て
市
観

光
協
会

へ
　
審
査

・
認
定

▼
審
査
委

員
会
で
審
査
し
、
推
薦
土
産
品
と
し

て
認
定
さ
れ
た
商
品
に
は
認
定
証
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
認
定
期
間
は
、
平

成
１４
年
度
か
ら
１６
年
度
ま
で
の
３
年

間
で
す
　
審
査
日

▼
２
月
中
旬
こ
ろ

（

登
録

▼
認
定
後
、
登
録
料
２
０
０
０

円
を
納
入
し
た
商
品
は
、
「安
城
市
観

光
協
会
推
薦
土
産
品
」
と
し
て
登
録

さ
れ
、
販
売
で
き
ま
す
　
問
い
合
わ

せ
▼
同
協
会
事
務
局

（商
工
課
内
）

県
立
高
等
技
術
専
門
校

一
普
通
職
業
訓
練
生
募
集

岡
崎

・
高
浜
な
ど
県
内
７
か
所
の

高
等
技
術
専
門
校
で
は
平
成
１４
年
度

の
各
種
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

資
格

▼
職
業
を
変
え
よ
う
と
す
る
人

な
ど
で
、
義
務
教
育
を
修
了
し
た
人

ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を

有
す
る
人
。
障
害
者
に
つ
い
て
は
、

そ
の
障
害
が
固
定
し
、
障
害
の
程
度
、

部
位
な
ど
か
ら
訓
線
を
受
講
す
る
こ

と
が
可
能
と
認
め
ら
れ
る
人
　
募
集

期
間
▼
―
月
７
日
側
～
２
月
控
国
⑥

問
い
合
わ
せ
▼
県
就
業
促
進
課

（ａ

限
〈
９６‐
〉
２
１
１
１
）

一
安
城
い
き
い
き
た
い
肥
の

一　
一
時
配
布
休
止

せ
ん
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト

で
昨
年
――
月
か
ら
配
布
し
て
い
ま
す

「安
城
い
き
い
き
た
い
肥
」
の
配
布

を
、
熟
成
期
間
未
了
の
た
め

一
時
休

止
し
ま
す
。

次
回
の
配
布
は
、
２
月
―
国
０
午

前
８
時
３０
分
か
ら
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
同
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ン
ト

（ａ
〈
″
〉
４
１
８
５
）
、農
務
課

婦
人
会
館
が
閉
館
し
ま
す

昭
和
４８
年
の
開
館
以
来
、
長
年
に

わ
た
り
、
結
婚
式
や
女
性
の
教
養
の

向
上
、
福
祉
の
増
進
の
た
め
の
研
修
、

集
会
な
ど
に
使
用
す
る
施
設
と
し
て

多
く
の
人
に
こ
利
用
い
た
だ
い
た
婦

人
会
館
は
、
今
年
３
月
倒
日
を
も

っ

て
閉
館
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
こ
ざ

い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

▼
生
涯
学
習
課

（文
化

セ
ン
タ
ー
内
／
ａ
〈
７６
〉
‐
５
１
５
）

第
６
回
安
城
風
景
採
集

テ
ー
マ
は
「あ
ん
じ
よ
う
の
顔
」

第
５
回
安
城
風
景
採
集
に
多
数
こ

応
募
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い

ま
し
た
。

平
成
１４
年
度
も

「第
６
回
安
城
風

景
採
集
」
の
写
真
作
品
を
募
集
す
る

予
定
で
す
。
テ
ー
マ
は
、
四
季
を
通

し
た

〈
あ
ん
じ
よ
う
の
顔
〉
で
す
。

市
内
の
風
景
で

〈
あ
ん
じ
よ
う
の
顔
〉

を
表
現
す
る
写
真
作
品
を
応
募
く
だ

さ
い
。
　

※
詳
細
は
後
日
本
紙
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
都
市
計
画
課

や

介
護
サ
ー
ビ
ス
を

も
っ
と
知
ろ
う

介
護
保
険
で
は
、
様
々
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
今
回
は
、
短
期
入
所
サ
ー

ビ
ス

（シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
を
紹

介
し
ま
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
施
設
に
入
所

し
な
が
ら
介
護
や
機
能
訓
練
な
ど

を
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
介
護

者
の
疾
病

・
冠
婚
葬
祭

・
出
張

・

旅
行

・
介
護
疲
れ
な
ど
で
介
護
が

で
き
な
い
と
き
な
ど
の
た
め
に
用

意
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス

（シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
）
は
、
利
用
者
本
人
の
心

身
の
状
態
に
合
わ
せ
て
利
用
で
き

る
よ
う
、
２
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り

ま
す
。

●
短
期
入
所
生
活
介
護

（福
祉
施
設
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に

短
期
間
入
所
し
、
食
事
、
入
浴
な

ど
日
常
生
活
上
の
世
話
や
機
能
訓

線
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
短
期
入
所
療
養
介
護

（医
療
施
設
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

老
人
保
健
施
設
な
ど
に
短
期
間

入
所
し
、
医
学
的
な
管
理
の
も
と

に
医
療
や
介
護
、
機
能
訓
練
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

●
自
己
負
担
額
の
目
安

（１
日
当

た
り
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

（併
設
型
）

の
場
合

９‐４
円
～
１
１
２
０
円
　
　
　
　
・

老
人
保
健
施
設
の
場
合

鰍
円
～
１
２
２
６
円

※
い
す
れ
も
、
費
用
は
要
介
護
度

や
施
設
の
種
類
、
職
員
の
配
置
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
食

事
代
や
日
常
生
活
費
な
ど
の
実
費

負
担
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

に
は
、
要
介
護
認
定
の
手
続
き
を

行
い
、
要
支
援

・
要
介
護
の
認
定

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
高
齢
福
祉
課

令
|)|
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